
四男がいて、次男の萩野治部は萩野を離れ、白

石・蕨野・下田を拝領して轡城に居城した。長宗

我部地検帳に、田畑や屋敷など９町５反の所領に

ついて記述があり、長宗我部氏の土佐平定に戦功

があったと思われる。

　天正３年（１５７５）頃、萩野織部は、長宗我部

氏から命じられた安芸郡もしくは阿波の征伐に応

じず、久万兵庫の軍に攻め滅ぼされた。久万兵庫

は、久万村（現在の高知市久万）を治める有力武将

であり、土佐中部の平定で戦慣れした百戦錬磨の

軍。対する萩野勢は応援があったとしても３０騎

ほどであろうから、所領と一族を賭して討伐軍参

加を拒んだことになる。これをきっかけに、萩野

満佐城の合戦、小吉野谷の合戦、白石轡城の合戦

が繰り広げられることとなった。

　以降、長宗我部地検帳によると、萩野は野中三

郎左衛門に与えられているので、久万兵庫と野中

三郎の連合軍だっ

たのであろう。ま

た、白石の新領主

となった山崎藤太

夫祐節は、物部町

山崎の一族ではな

かろうか。

（香美市文化財保

護審議会・岡村）

掲　

示　

板

　
◆
起
震
車
で
地
震
模
擬
体
験

　

起
震
車
に
よ
る
地
震
の
模
擬

体
験
を
実
施
し
ま
す
。

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
係
が
駐
車

場
所
を
案
内
し
ま
す
。
雨
天
中
止
。

【
日
時
】
12
月
11
日
（
月
）

　

13
時
～
15
時

【
場
所
】
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
白

ゆ
り
駐
車
場
（
土
佐
山
田
町
山

田
１
３
１
９
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
障
害
者
支

援
施
設
白
ゆ
り
☎
52

・

４
１
３
１

土
佐
山
田
の
日
曜
市

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

土
佐
山
田
町
日
曜
市
の
開
設

50
周
年
を
記
念
し
た
特
別
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
し
ん
じ

ょ
う
君
が
登
場
し
、
須
崎
市
物

販
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
３
日
（
日
）

９
時
～
14
時

【
場
所
】
平
成
日
曜
市
（
香
美

市
役
所
南
側
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

☎
090
・
８
８
８
５
・
３
９
８
８

（
組
合
理
事
長
・
野
中
）

第
16
回
刃
物
供
養
菜
祭

　

常
日
頃
使
っ
て
い
る
刃
物
に

感
謝
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
２
日
（
土
）
・

３
日
（
日
）
10
時
～
16
時

【
場
所
】
(協)
土
佐
刃
物
流
通
セ

ン
タ
ー
（
土
佐
山
田
町
上
改
田
）

【
内
容
】

・
不
要
刃
物
の
供
養

・
刃
物
研
ぎ
300
円
～
（
Ｚ
Ａ
Ｋ

　

Ｕ
Ｒ
Ｉ
商
品
は
無
料
）

※

ハ
サ
ミ
類
は
後
日
返
却
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置

・
野
菜
良
心
市

・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

(協)
土
佐
刃
物
流
通
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
０
４
６
７

大
川
上
美
良
布
神
社
で

ア
ン
デ
ス
民
族
音
楽
ラ
イ
ブ

『
鎮
守
の
森
の
七
五
三
フ
ェ
ス

タ
』
と
題
し
て
、
大
川
上
美
良

布
神
社
で
ア
ン
デ
ス
民
族
音
楽

の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
飲
食
物
な
ど
の
模
擬

店
が
開
か
れ
る
ほ
か
、
日
本
の

伝
統
文
化
体
験
と
し
て
、
着
物

の
着
付
け
や
礼
儀
作
法
の
教
室

も
開
催
し
ま
す
。
教
室
に
参
加

す
る
方
は
、
着
物
一
式
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
12
日
（
日
）

10
時
30
分
～
15
時
30
分
（
ア
ン

デ
ス
民
族
音
楽
の
演
奏
は
12
時

と
14
時
の
２
回
公
演
）

※

雨
天
決
行

【
場
所
】
大
川
上
美
良
布
神
社

【
参
加
費
】
無
料

※

ア
ン
デ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ご

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
や

文
房
具
な
ど
を
寄
付
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ア
ン
デ
ス
の
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

賛
同
有
志
（
恒
石
）

☎
090
・
４
９
７
４
・
３
４
４
４

◆
天
空
の
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

空
が
近
い
山
の
上
の
集
落
・

佐
竹
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、

地
元
の
手
料
理
や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

※

雨
天
中
止
。
飲
み
物
・
お
弁
当
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
26
日
（
日
）

　

10
時
集
合

【
集
合
場
所
】
佐
岡
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
行
き
先
】
土
佐
山
田
町
佐
竹

【
問
い
合
わ
せ
先
】
佐
岡
地
区

公
民
館
（
宗
石
）

☎
090
・
４
３
３
４
・
７
３
３
４

た
だ
い
ま

使
っ
た
い

ろ

い

ろ

な
料
理

や

ピ

リ

カ
ラ
の
炒

め

物

『

麻

辣
拌
』
で
す
。

　

私
は
旅
行

が
好
き
で
す
。

皆
さ
ん
も
よ
く
旅
行
し
ま
す

か
？
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
所
へ

行
っ
た
り
、
新
し
い
も
の
を
見

た
り
、
経
験
し
た
り
、
文
化
に

触
れ
た
り
す
る
こ
と
は
人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
若
い

皆
さ
ん
へ
私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
「
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く

だ
さ
い
」
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

No.１２６

　

ニ
ー
ハ
オ
！
私
は
ジ
ャ
オ
・

チ
ャ
オ
で
す
。

　

高
知
工
科
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
１
年
で
す
。
専
門
は

化
学
で
す
。
昨
年
９
月
に
遼
寧

省
か
ら
来
ま
し
た
。

　

遼
寧
は
中
国
の
北
の
方
に
あ

り
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
の
平

均
気
温
は
約
10
℃
で
す
が
、
冬

は
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス
25
度
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
夏
に
は
最

高
気
温
35
度
ま
で
高
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
よ
。
日
本
か
ら

は
直
行
便
が
あ
り
、
４
時
間
で 

行
け
ま
す
。

 

遼
寧
省
は
琥
珀
と
石
炭
を
多

く
産
出
し
て
い
ま
す
。
名
産
品

と
し
て
、
私
の
故
郷
で
あ
る
撫

順
市
で
は
黒
玉
彫
と
琥
珀
工
芸

品
、
岫
岩
で
は
岫
玉
彫
、
そ
し

て
大
連
市
の
貝
殻
細
工
や
ガ
ラ

ス
工
芸
品
が
あ
り
ま
す
。

　

お
す
す
め
料
理
は
、
『
ビ
ッ

グ
・
ヘ
ッ
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』
を

超　

（
ジ
ャ
オ
・
チ
ャ
オ
）

中
国
／
遼
寧
省
撫
順
市

２６Kami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

　長宗我部氏が、韮生郷を配下に治めた頃の話で

ある。香北町萩野は、岩改口から県道香北野市線

を１㌔ほど進んだところにあり、現在２０数戸の

家がある。お断わりしておくと、滅亡した氏族の

記録は少なく断片的。また家系図も、由緒ある血

筋であると示すために、後付けで天皇家や有名豪

族から書き起こすことがあり、信頼性が低い。

　元暦元年（１１８４）、萩野勘解由太夫が京都か

ら韮生郷に来て、数代をかけて萩野や橋川野集落

を開拓、満佐城を築いた。字『十善寺』は萩野氏

の菩提寺跡であろう。さらには、字として『道具

屋式』『政（マサ）』という地名が城下の谷に残る。

『政』は萩野氏の行政の中心地であったこと示し、

『道具屋式』はかつて蔵などが建っていた場所だ

ということをしのばせる。

　戦国時代、萩野領主の萩野織部は、山田丹波守

の家老職を務めたといわれ、有力者であったと考

えられる。天文１８年（１５４９）頃、山田氏が長宗

我部氏に討たれると、萩野氏は長宗我部氏に仕え

た。織部には、甚太郎、治部、善兵衛、佐馬介の

第２回  戦国時代・萩野氏の気骨第２回  戦国時代・萩野氏の気骨

まさじょう

かげゆだゆう

くつわじょう

▲山の中腹に満佐城があった

し
ゅ
う
が
ん

▲ビッグ・ヘッド・フィッシュ

マ
ー

ラ
ー
バ
ン

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています
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